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　　The purpose of this study was to conduct a literature review on “community attachment” and to categorize 

community activities that may affect the level of “community attachment”.　As a result, we found that the num-

ber of research is on increase and has been conducted in various area of studies including nursing science, social 

medicine, education, sports science.　Community activities that may affect the level of “community attachment” 

include activities related to learning activities, sports, culture/art, the elderly, activities related disaster and envi-

ronmental issues, and community development.　Also, categorization of the activities was made according to 

the nature of activities such as self-improvement-type, community service-type, and problem-solving-type.　
Since these activities are relevant to the key constructs and effects of “community attachment”, they will facili-

tate to strengthen the problem-solving capacity against societal issues and to enhance comprehensive communi-

ty connection to help realize regional symbiotic society.

は じ め に

2016年，厚生労働省は「地域共生社会」の実
現に向けた改革案を発表した。地域住民や地域の
多様な主体が参画し，人と人，人と資源が世代や
分野を超えつながることで，住民一人ひとりの暮
らしと生きがい，地域をともに創っていく社会を
目指し，地域共生社会実現本部を設置した。「地
域共生社会」の実現に向けた改革の骨子として，
地域課題の解決力の強化，地域丸ごとのつながり
の強化，地域を基盤とする包括的支援の強化等が

挙げられた。翌年の 2017年には，地域包括ケア
システム強化のための介護保険法・社会福祉法の
一部改正が行われ，「我が事・丸ごと」の地域福
祉推進の理念が規定され，市町村が包括的な支援
体制づくりに努める旨が規定された1）。「地域共
生社会」の実現に向けた包括的支援体制には，地
域力の強化，すなわち「他人事」ではなく「我が
事」と考える地域づくりが土台となり，市町村や
都道府県が，地域の自主性や主体性に基づき地域
特性に応じて地域包括ケアシステムを作り上げて
いくことが必要とされている2）。
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“地域への愛着”は，地域における健康づくり
活動や町内会活動といった地域活動への人々の主
体的な参加を推進することが報告されている3,4）。
先行研究では，保健推進員5）やボランティア活動
等6,7）への参加と “地域への愛着”との関連が示さ
れている。“地域への愛着”の構成概念のひとつ
に人とのつながりを大切にする思いが挙げられて
おり8），“地域への愛着”の形成によって，地域の
底力の創出，地域の課題意識の共有，問題解決と
振興の促進が期待できる9）。地域に住み，またそ
の地域に関係を持つ人々が “地域への愛着”を持
つことは人とのつながりを大切に思うことであ
り，「地域共生社会」の実現の一助になり得ると
考えられる。さらに，“地域への愛着”を形成す
ることで，地域に存在する課題を人々が認識，共
有し，課題解決に向けた取り組みをすすめ，その
ための地力を発揮することが期待できる。そこで，
国内の “地域への愛着”に関する研究の動向を明
らかにし，先行研究の知見から，人々のどのよう
な地域活動への参加が “地域への愛着”と関連し
ているのかを整理することで，「地域共生社会」
の実現に向けた具体策への示唆が得られると考え
た。本研究は，国内の “地域への愛着”に関する
研究の動向ならびに “地域への愛着”に関連する
地域活動について文献検討をすることを目的とし
た。

研 究 方 法

1.　文献検索方法
医中誌Web，CiNiiのデータベースより，2008
年 1月から 2018年 8月の検索期間で，「地域」と
「愛着」の両キーワードをタイトルまたは抄録に
含む文献を検索した。国内において，1980年代
から社会学の分野10,11）で “地域への愛着”に関す
る研究が報告されている。2000年以降，健康格
差の拡大を背景にソーシャル・キャピタルの概念
が健康の社会的決定要因の一つとして着目され 
た12,13）ことを契機に，保健医療分野で健康指標と
“地域への愛着”との関連が調査されるように
なった。よって，本研究では，健康指標と “地域
への愛着”に関する学術論文が最初に報告された

2008年14）から 10年間を検索期間とした。
2.　文献選択基準及び除外基準
“地域への愛着”に関する日本語の学術論文を
対象とした。親子の愛着形成に関する文献，“地
域への愛着”を研究の変数やテーマとしていない
文献，会議録，考察が含まれない報告等は除外し
た。

3.　分析方法
1）　“地域への愛着”に関する国内の研究動向
対象文献全体を概観し，年次ごと，研究分野ご
と，研究内容ごとに文献数を明らかにした。本研
究では，「地域活動」を「人々が特定の地域で何
らかの目的のために行動をすること」とし，倉沢
（2002）の地域活動の分類15）を参考に整理した。
また，対象文献の研究分野については，国立研究
開発法人・科学技術振興機構16）による研究分野
の分類名，細目及びキーワードを参考に分類した。

2）　 “地域への愛着”に関連する地域活動の検
討

“地域への愛着”に関連する地域活動について，
以下の手順で明らかにした。
①　対象文献の中から，特定の地域活動と “地
域への愛着”の関連を検討している文献を抽出し
た。②　① で抽出した文献を，地域活動の種類
ごとに分類した。③　② の分類ごとに，地域活
動の内容と “地域への愛着”との関連，期待され
る成果について文献から抽出した内容を整理して
記述した。対象文献の抽出と選定，すべての分析
過程を通じ，研究者間で繰り返し検討を行い，信
頼性と妥当性の確保に努めた。倫理的配慮として，
対象となった文献から内容を抽出する際は，文献
の論旨や文脈の意味内容を損なわないように努め
た。

結　　　果

1.　 国内の “地域への愛着”に関する研究の動
向

検索の結果，医中誌Web より 110件，CiNii よ
り 126件，合計 236件の文献が抽出された。抽出
された文献より，除外基準をもとに精選した文献
76件を対象とした。
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年次ごとの文献数は，2008年から 2013年は年
間 1から 7件，2014年から 2018年は年間 5から
13件であった（図 1）。研究分野ごとの文献数は，
看護学 15件，社会医学 13件，教育学 12件，スポー
ツ科学 10件，環境学 7件，土木工学 5件，観光
学 4件，社会福祉学 4件，心理学 3件，人文地理
学 1件，建築学 1件，情報学 1件であった（図 2）。
研究内容ごとの文献数は，特定の地域活動と “地
域への愛着”との関連について検討していた文献
59件，物理的環境と “地域への愛着”の関連につ
いての文献 8件17-24），“地域への愛着”の概念分 
析9）と尺度開発に関する文献 6件8,25-28），その他
の文献 4件29-32）であった（表 1）。

対象文献の内，2008年から 2013年までの文献
が全体の 76件中 28件，2014年から 2018年まで
の文献数は 76件中 48件であった。研究分野ごと
の特徴として，看護学や社会学分野では，主観的
健康観や生活満足度33），精神的健康等29,30），健康
に関連する指標と “地域への愛着”との関連を検
討している文献や高齢者を対象とした文献34,35）が
あった。教育学，スポーツ科学，観光学の分野で
は，小・中学生を含む若い世代を対象とする文 
献36,37）や，対象者が訪れた居住地以外の地域38,41）

を愛着形成の対象と捉える文献があった。研究内
容ごとの動向として，物理的環境と “地域への愛
着”との関連についての研究が土木工学，環境学，
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人文地理学の分野で行われてきており，最近は，
“地域への愛着”の概念分析9）や尺度開発25,26）が行
われ，様々な地域活動と “地域への愛着”との関
連が検討されていた。

2.　“地域への愛着”に関連する地域活動
“地域への愛着”との関連を検討していた特定
の地域活動には，小・中学生等の学習活動（10），
スポーツに関連した活動（15），文化・芸術に関

表 1.　国内の “地域への愛着”に関する文献の内容による分類

文献の内容 著者（発行年）

特定の地域活動と地
域への愛着との関連
を検討していた文献
（59）

a）　 小・中学生等の
学習活動

宮田（2017），永野ら（2016），山本ら（2016），相澤（2017），
宮前（2015），猪熊（2012），太町（2012），加藤（2010, 2009）
※ Yong ら（2018）

b）　 スポーツに関連
した活動

菅ら（2017, 2018），林（2015, 2016），松本ら（2015a, 2015b, 2015c），
先森ら（2014），二宮（2010, 2011），松本（2014）
※渡辺（2017），※青柳（2017），※芦原ら（2014），※中村ら（2018）

c）　 文化・芸術に関
連した活動

森（2016），小林ら（2015），本田（2018），河村ら（2018）
※渡辺（2017），※青柳（2017），※高橋ら（2018），※角田（2015），
※芦原ら（2014），※中村ら（2018）

d）　 観光に関連した
活動 谷口（2012）

e）　 自然や環境を守
るための活動 舩見（2016），村上（2012），※渡辺（2017），※青柳（2017）

f）　 高齢者を対象と
した活動

伏木ら（2012），桝田ら（2009, 2010）
※渡辺（2017），※青柳（2017），※高橋ら（2018），※角田（2015），
※芦原ら（2014），※木下（2013），※ Yong ら（2018），※赤塚ら（2016），
※中村ら（2018），※乾ら（2014）

g）　 まちづくりのた
めの活動

亀山（2016），奥田ら（2016, 2018），安藤（2015），市川ら（2018），
尾関ら（2009）
※渡辺（2017），※青柳（2017），※高橋ら（2018），※吉村ら（2016），
※佐藤（2016），※角田（2015），※芦原ら（2014），※木下（2013），
※ Yong ら（2018），※赤塚ら（2016），※岸田ら（2010），※乾ら（2014）

h）　 健康や医療に関
する活動 中田ら（2013），埴淵ら（2008），※渡辺（2017），※青柳（2017）

i）　 災害に関係した
活動 松清ら（2009, 2012），※渡辺（2017），※青柳（2017）

j）　 日常生活に関連
した活動

谷口ら（2014），髙橋ら（2014），鈴木ら（2008a, 2008b, 2008c），松村（2008）
※渡辺（2017），※青柳（2017），※高橋ら（2018），※吉村ら（2016），
※佐藤（2016），※角田（2015），※木下（2013），※ Yongら（2018），
※赤塚ら（2016），※中村ら（2018），※岸田ら（2010），※乾ら（2014）

物理的環境と地域へ
の愛着の関連につい
ての文献（8）

居住環境に対する認
識

奥田ら（2016a, 2016b），厳（2012），崔ら（2015），長谷（2013），酒井（2010），
引地ら（2009），井出ら（2014）

地域への愛着の概念
分析・尺度開発に関
する文献（6）

概念分析（1）
尺度開発（5）

和ら（2014），大森ら（2014），酒井ら（2016），櫻井ら（2018），
滝澤ら（2018），本田ら（2010）

その他の文献（4）　
家族の発達課題（2）
精神的健康（2）
と地域への愛着に関
する文献

藤田ら（2014），播摩ら（2013），大重（2016）， 徳元ら（2018）

（　）内は文献数を示す，※は再掲あり



25─　　─

“地域への愛着”に関連する地域活動の文献検討

表
2.
　

“ 地
域
へ
の
愛
着

”
に
関
連
す
る
地
域
活
動
の
分
類

地
域
活
動
に
よ
る

類
型
（
文
献
数
）

地
域
活
動
の
種
類

文
献
筆
頭
著
者
（
発
行
年
）

文
献
数
地
域
活
動
の
内
容
と
地
域
へ
の
愛
着
と
の
関
連

期
待
さ
れ
る
成
果

自
己
充
実
（
実
現
）

型
活
動
（

36
）

a）
　

 小
・
中
学
生
等

の
学
習
活
動

宮
田
（

20
17
），
永
野
（

20
16
），
山
本
（

20
16
），

相
澤
（

20
17
），
宮
前
（

20
15
），
猪
熊
（

20
12
），

太
町
（

20
12
），
加
藤
（

20
10

, 2
00

9）
※

Yo
ng

 （
20

18
）

10

職
業
体
験
や
，
町
体
験
の
授
業
を
通
じ
，
児
童
の
地
域

へ
の
肯
定
的
な
印
象
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
が
生
ま

れ
て
い
た
。
地
域
の
自
然
環
境
や
そ
の
多
様
性
に
触
れ

る
授
業
を
通
じ
地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。

地
元
へ
の
愛
着
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
，
将
来
地

元
に
貢
献
す
る
人
材
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

b）
　

 ス
ポ
ー
ツ
に
関

連
し
た
活
動

菅
（

20
17

, 2
01

8）
， 
林
（

20
15

, 2
01

6）
，

松
本
（

20
15

a,
 2

01
5b

, 2
01

5c
），
先
森
（

20
14
），

二
宮
（

20
10

, 2
01

1）
，
松
本
（

20
14
）

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
），
※
芦
原
（

20
14
），

※
中
村
（

20
18
）

15

地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
，
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
行
動
や
地

元
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
に
よ
り
，

地
元
チ
ー
ム
へ
の
愛
着（
チ
ー
ム
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

が
高
ま
り
，
地
域
へ
の
愛
着
の
醸
成
に
も
関
連
し
て
い

た
。

地
域
に
対
す
る
愛
着
は
地
域
内
で
行
わ
れ
る
他

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
意
欲
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ

の
積
極
的
参
加
を
推
進
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
な
り
得
る
。

c）
　

 文
化
・
芸
術
に

関
連
し
た
活
動
森（

20
16
），
小
林（

20
15
），
本
田

 （
20

18
），
河
村（

20
18
）　
　
　

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
），
※
高
橋
（

20
18
），

※
角
田
（

20
15
），
※
芦
原
（

20
14
），
※
中
村
（

20
18
）

10

ア
ニ
メ
の
舞
台
と
な
っ
た
町
に
訪
れ
た
フ
ァ
ン
，
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
の
カ
フ
ェ
利
用
者
と
地
域
住
民
と

の
交
流
が
，
地
元
以
外
の
地
域
へ
の
愛
着
の
形
成
に
影

響
し
て
い
た
。
　

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
を
受
け
入
れ
る
側
の
条
件
と
し

て
，
住
民
の
地
域
へ
の
愛
着
が
重
要
。
地
元
以
外

の
者
も
，
地
域
へ
の
愛
着
の
形
成
に
よ
り
，
地
域

へ
の
協
力
意
向
が
形
成
さ
れ
る
。

d）
　

 観
光
に
関
連
し

た
活
動

谷
口
（

20
12
）

 1

観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
交
流
が
，
観
光
客
の
地
域
愛

着
に
影
響
を
与
え
，
地
域
住
民
の
地
域
愛
着
は
，
近
隣

住
民
と
の
交
流
・
地
域
活
動
へ
の
参
加
が
多
い
ほ
ど
高

い
。

観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
交
流
が
生
み
出
す
地

域
へ
の
愛
着
が
，
持
続
可
能
で
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
「
観
光
」
の
一
助
と
な
る
。

社
会
奉
仕
型
活
動

（
17
）

e）
　

 自
然
や
環
境
を

守
る
た
め
の
活

動
舩
見
（

20
16
），
村
上
（

20
12
）

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
）

 4

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
よ
っ
て
，
選
好
的
地
域
愛
着
が
感

情
的
地
域
愛
着
を
形
成
し
，
更
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
多
様

性
に
よ
っ
て
持
続
願
望
的
地
域
愛
着
に
ま
で
醸
成
さ
れ

る
。

多
種
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
，
こ
れ
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
多
様
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
，
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
可
能

性
が
高
い

f）
　

 高
齢
者
を
対
象

と
し
た
活
動

伏
木
（

20
12
），
桝
田
（

20
09

, 2
01

0）
※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
），
※
高
橋
（

20
18
），

※
角
田
（

20
15
），
※
芦
原
（

20
14
），
※
木
下
（

20
13
），

※
Yo

ng
 （

20
18
），
※
赤
塚
（

20
16
），
※
中
村
（

20
18
），

※
乾
（

20
14
）

13

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
欲
に
は
，

現
住
地
域
へ
の
愛
着
が
関
連
し
て
お
り
，
特
に
農
村
部

で
は
地
縁
的
な
つ
な
が
り
に
よ
る
幅
広
い
つ
き
合
い
や

信
頼
感
，
地
域
へ
の
愛
着
に
よ
る
相
互
依
存
関
係
が
地

域
見
守
り
活
動
の
役
に
立
っ
て
い
た
。

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
欲

の
向
上
，
地
域
で
の
見
守
り
活
動
の
維
持
・
発
展

に
現
住
地
域
へ
の
愛
着
や
相
互
依
存
関
係
が
寄

与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

問
題
解
決
型
活
動

（
26
）

g）
　

 ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
活
動

亀
山
（

20
16
），
奥
田
（

20
16

, 2
01

8）
，
安
藤
（

20
15
），

市
川
（

20
18
），
尾
関
（

20
09
）

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
），
※
高
橋
（

20
18
），

※
吉
村
（

20
16
），
※
佐
藤
（

20
16
），
※
角
田
（

20
15
），

※
芦
原
（

20
14
），
※
木
下
（

20
13
），
※

Yo
ng

 （
20

18
），

※
赤
塚
（

20
16
），
※
岸
田
（

20
10
），
※
乾
（

20
14
）

18
小
学
生
・
中
学
生
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
，
近
隣
の
人

と
か
わ
す
挨
拶
や
交
流
は
，
地
域
へ
の
愛
着
の
醸
成
に

関
係
し
て
い
た
。

親
を
含
む
地
域
の
大
人
が
町
内
会
等
，
地
域
に
協

力
し
て
い
る
認
知
を
通
じ
て
，
日
常
生
活
で
の
恩

恵
を
感
じ
，
次
は
自
分
が
恩
を
返
そ
う
と
い
う
向

社
会
行
動
が
期
待
さ
れ
る
。

h）
　

 健
康
や
医
療

に
関
す
る
活

動
中
田
（

20
13
），
埴
淵
（

20
08
）

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
）

 4

保
健
推
進
員
の
主
体
的
な
活
動
に
，
担
当
地
区
の
健
康

課
題
へ
の
関
心
，
地
域
へ
の
愛
着
，
住
民
同
士
が
声
を

掛
け
合
え
る
雰
囲
気
や
活
動
の
し
や
す
さ
が
関
連
し
て

い
た
。

保
健
推
進
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
組
織
は
，
地

域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
地
域
へ
の
愛

着
を
含
む
）
を
醸
成
す
る
推
進
者
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

i）
　

 災
害
に
関
係
し

た
活
動

松
清
（

20
09

, 2
01

2）
※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
）

 4
看
護
学
生
の
防
災
意
識
に
は
，
地
域
行
事
へ
の
参
加
や

居
住
地
域
へ
の
愛
着
，
家
族
や
友
人
と
の
会
話
な
ど
，

身
近
な
こ
と
と
の
強
い
関
連
が
認
め
ら
れ
た
。

今
後
，
防
災
意
識
か
ら
防
災
行
動
に
繋
げ
る
た
め

に
は
，
居
住
地
域
を
視
野
に
入
れ
た
災
害
看
護
教

育
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

日
常
生
活
に
関
連
し

た
活
動
（

18
）

j）
　

 日
常
生
活
に
関

連
し
た
活
動

谷
口
（

20
14
），

髙
橋
（

20
14
），

鈴
木
（

20
08

a,
 

20
08

b,
 2

00
8c
），
松
村

 （
20

08
）

※
渡
辺
（

20
17
），
※
青
柳

 （
20

17
），
※
高
橋
（

20
18
），

※
吉
村
（

20
16
），
※
佐
藤
（

20
16
），
※
角
田
（

20
15
），

※
木
下
（

20
13
），
※

Yo
ng

 （
20

18
），
※
赤
塚
（

20
16
），

※
中
村
（

20
18
），
※
岸
田
（

20
10
），
※
乾
（

20
14
）

18
日
常
の
買
い
物
や
移
動
途
中
の
地
域
風
土
と
の
接
触
が

地
域
愛
着
（
選
好
）
を
高
め
，
地
域
愛
着
（
選
好
）
に

よ
り
地
域
愛
着
（
感
情
）・
（
持
続
願
望
）
が
高
ま
る
。

地
域
愛
着
が
高
い
人
ほ
ど
，
地
域
へ
の
活
動
に
熱

心
で
，
行
政
を
信
頼
す
る
傾
向
が
あ
る
。

※
は
再
掲
あ
り
，（
　
）
文
献
数
，
再
掲
含
む
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連した活動（10），観光に関連した活動（1），自
然や環境を守るための活動（4），高齢者に関する
活動（13），まちづくりのための活動（18），健康
や医療に関する活動（4），災害に関係した活動
（4），日常生活に関連した活動（18）が見られた（括
弧内は，該当する文献数を示す）。これらの地域
活動を倉沢（2002）の 3つの地域活動の類型15）

を参考に分類したところ，自己充実（実現）型活
動 36件，社会奉仕型活動 17件，問題解決型活動
26件がそれぞれ当てはまった。倉沢（2002）に
よる 3つの地域活動の他，日常生活に関連した活
動 18件が見られた。分類に際し，複数の地域活
動について検討していた文献は，該当するすべて
の地域活動に再掲した（表 1）。
各地域活動の内容と “地域への愛着”との関連

性，期待される成果を，代表的な文献の例を用い
て表 2に整理した。自己充実（実現）型活動では，
小・中学生等の学習活動36,37,42-48），スポーツに関
連した活動49-59），文化・芸術に関連した活  
動38-40,60），観光41）に関連した活動があり，対象と
する年代は，子どもから成人まで幅広かった。文
献数は小・中学生等の学習活動，スポーツに関連
した活動での増加が見られた。社会奉仕型活動で
は，自然環境を守るための活動61,62），高齢者に関
する活動6,7,34）があり，ボランティア活動の参加
要因としての “地域への愛着”や活動によって生
じる交流，地域への誇りが “地域への愛着”をさ
らに高めることが示されていた。問題解決型活動
では，まちづくりのための活動18,63-67），健康や医
療に関する活動5,14），災害に関係した活動68,69）が
あり，小学生，大学生から高齢者までの幅広い世
代において，町内会活動をはじめとする地元の
人々との交流の有無や頻度と “地域への愛着”と
の関連が検討されていた。同様に，防災活動への
関心等，地域の課題と “地域への愛着”の関連が
検討されていた。日常生活に関連した活動で 
は70-85），日常の挨拶や近所づき合い70,71）の他，日
常での移動72）や買い物73）などの日常生活行動も，
地域との接触を介して “地域への愛着”に関連す
る機会となっていた。

考　　　察

1.　 “地域への愛着”に関連する地域活動の特
徴

“地域への愛着”に関連する地域活動の中には，
文化・芸術活動や観光などに関連した地域活動も
含まれた。自己充実型活動に分類したこれらの活
動は，個人の興味や趣味を持った人が集う性質が
あり15），「保健推進員」，「母子保健推進員」，「食
生活改善推進員」といった，地域の健康づくりを
目的とした住民による地区組織活動86,87）と比べる
と広義であった。

“地域への愛着”に関連する地域活動の主体は，
年代が多岐にわたり，観光客など住民以外の人々
も含まれていた38-41）。学童期，思春期，成人期，
高齢者といった様々なライフステージにある人々
が主体となっていた。このことからは，年代に応
じた健康課題88）を持つ人々，子育てや介護等の
生活上の課題を持つ人々，疾病や障害を持つ人々
といった多様な主体が混在し，“地域への愛着”
に関連する地域活動を担っていることが分かっ
た。また，観光客などが主体となっていたことか
らは41），その地域に居住する以外の人々もまた特
定の “地域への愛着”に関連する地域活動を行い
得ることが分かった。

“地域への愛着”に関連する地域活動は，活動
の成果15,89）が地域全体に還元されていた。地域活
動の成果が直接個人に還元されるものもある一方
で，それらの地域活動も，最終的に地域全体への
成果を生んでいた。自己実現型活動に分類したス
ポーツに関連した活動や文化・芸術に関連した活
動は，地元チームへの愛着51）やアニメにゆかり
のある地域への愛着38,40）が親密な交友関係の形成
と生活満足の向上をもたらしていたため，個人に
成果が還元されていたと考えた。くわえて，地元
チームへの愛着が湧くことで，地域における他の
活動への参加意欲も喚起されることがあった51）。
また，サードプレイスとして訪れた地域への愛着
が，居住地ではなくともその地域に何らかの協力
をしたいと思うことにつながっていた39）。社会奉
仕型活動に分類した高齢者を対象とした活動や問
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題解決型活動に分類したまちづくりのための活動
は，ボランティア活動への参加意欲の向上と地域
に根差した課題の解決，地域の安心・安全な環境の
構築と維持を担う人材の育成につながっていた6,7）。

“地域への愛着”に関連する地域活動における
地域への関与は，活動によって程度が異なってい
た。“地域への愛着”に関連する地域活動には，
まちづくりのための活動や健康や医療に関する活
動といった参加者自身に強い自主性と主体性を必
要とする性質の活動15,89）から，近隣での挨拶や近
所づき合い70,71），買い物や移動途中の風土との接
触72,73）といった，個人の積極的な地域への関与を意
識しない日常生活に関連した活動が含まれていた。

2.　 「地域共生社会」の実現に向けた具体策へ
の示唆

本研究では，“地域への愛着”に関連する地域
活動の内容や期待される成果を明らかにした。以
下では，「地域共生社会」の実現に貢献し得ると
示唆された “地域への愛着”に関連する地域活動
を述べる。
観光に関連した活動における，観光客と地域住

民との交流が生み出す “地域への愛着”は，地域
外から人々を呼び込み，人との交流や経済活動を
生み出すことにより地域の活性化が期待でき 
る41）。また，自然や環境を守るための活動では，
地域の環境保全と資源の有効活用を目的とする多
種多様なネットワークが，“地域への愛着”と関
連して生じていた61）。「地域共生社会」の実現に
おいて，地域丸ごとのつながりの強化のために，
社会参加の機会を提供し，経済活動の基盤を支え
ることが改革策として示されている1）。上記の様
な地域活動では，人々のつながり，社会参加の機
会の提供，経済活動の基盤の支持などが “地域へ
の愛着”をきっかけに起こり，また促進されてい
た。観光に関連した活動と自然や環境を守るため
の活動は，地域丸ごとのつながりの強化に資する
可能性が示唆された。
小・中学生の学習活動では，小中学生が地域の

大人と交流することによって地元への愛着を持
ち，地元に貢献する人材に育つことが期待されて
いた36）。また，スポーツに関連した活動は，地元

チームへの愛着等により人とのつながりや共通の
価値観を生み出すとともに51），チームが本拠地と
する “地域への愛着”とも関連していた49,50,59）。「地
域共生社会」の実現に向けた地域課題の解決力の
強化では，身近な日常生活圏における世代や背景
を超えた交流，住民一人ひとりが生活における楽
しみや生きがいを見出しその人らしい生活を送る
ことが示されている1）。小・中学生の学習活動と
スポーツに関連した活動では，“地域への愛着”
が様々な世代や立場にある一人ひとりに関連する
ことを通じて世代間交流や生きがい等が生まれ，
地域課題の解決力の強化に繋がると考えられた。

結　　　論

国内の “地域への愛着”に関連する地域活動は，
学童期から高齢期にわたる幅広い年代にあり，多
様な健康課題や生活背景を持つ人々が主体となり
行われていた。観光客などの当該地域の住民以外
の人も，“地域への愛着”に関連する地域活動の
主体に含まれた。“地域への愛着”に関連する地
域活動は，小・中学生等の学習活動をはじめ 10
種類に類型化することができた。これらの活動は，
“地域への愛着”の構成概念や “地域への愛着”の
形成効果と関連していることで，「地域共生社会」
の実現に向けた地域丸ごとのつながりの強化と地
域課題の解決力の強化に資すると考えられた。
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